
村の安全は、村で守る ～村消防団秋季検閲～
　村消防団秋季検閲が、10月30日（日）に行わ
れました。今回から、ラッパ隊も構成され、消防団
員はラッパ音が鳴り響く中、北山地区の集落内を
行進しました。
　村民グラウンドに移動してから、検閲式を行
い、小椋敏一村長と遠藤春雄団長の訓示に続
き、各点検と訓練がありました。
　表彰では、優良団員の表彰と退職婦人消防隊
長、副隊長（大塩）に感謝状の贈呈を行い、長年
の労をねぎらいました。
　検閲終了後は、放水訓練を行い、日頃の訓練
の成果を十分に発揮していました。
※ラッパ隊については9ページ参照

～今月の主な内容～
P2　村の除雪体制について
P4　きたしおばらトピックス
P6　生涯学習だより
P8　健康通信
P10 お知らせ・戸籍の窓口
P12 ジオパーク通信・自然コラム
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除
雪
基
準

　
村
の
本
年
度
除
雪
計
画
で
は
村
保
有
機
械
の
他
に
、
民
間
保
有
機
械
に
よ
る
業
者

貸
付
・
借
上
委
託
で
除
雪
車
22
台
、
全
地
区
約
60
㎞
の
交
通
確
保
区
間
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
除
雪
機
械
の
出
動
基
準
と
し
て
、
降
雪
ま
た
は
積
雪
深
が
５
〜
10
㎝
以
上
と
な
っ

た
場
合
に
除
雪
を
開
始
し
、
原
則
と
し
て
最
低
４
ｍ
の
幅
員
の
確
保
を
行
い
、
通
勤

通
学
の
時
間
帯
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
雪
の
量
や
道
路
状
況

等
に
よ
り
作
業
時
間
が
長
引
い
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で
！

　
除
雪
作
業
中
は
周
囲
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
除

雪
車
へ
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▲倒木で道路が遮断される ▲歩道の除雪 ▲夜間の除雪

▲トンネルでのスリップ注意 ▲生活道路の安全確保

厳
し
い
冬
道
を

安
全
に
通
行
す
る
た
め
に

〜
村
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て
〜

11
月
に
入
り
、
朝
晩
の
気
温
も
下
が
り
、
冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

村
で
は
、
冬
期
の
道
路
交
通
安
全
確
保
の
た
め
車
道
及
び
歩
道
に
お
け
る
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
、
安
全
な
冬
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

村
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特集

路
上
駐
車
や
道
路
の
雪
捨
て
は
止
め
ま
し
ょ
う
！

　
路
上
駐
車
や
道
路
へ
雪
を
捨
て
る
行
為
は
、
除
雪
の
妨
げ
や
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

道
路
で
の
雪
遊
び
は
危
険

　
道
路
で
の
雪
遊
び
は
大
変
危
険
で
す
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
子
ど
も
た
ち
に

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
宅
出
入
口
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
車
が
通
過
し
た
際
に
、
自
宅
の
出
入
口
付
近
に
雪
の
塊
が
残
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
皆
さ
ん
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
の
屋
根
か
ら
の
雪
が
道
路
に
落
ち
た
場
合
は
建
物
の
所
有
者
が
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
屋
根
に
昇
降
す
る
と
き
は
、
足
場
に
十
分
注
意
し
て

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

障
害
物
に
は
赤
い
目
印
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
構
造
物
に
は
、
赤
い
布
な
ど
で
目
立
つ
よ

う
に
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
の
除
雪
作
業
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
降
雪
状
況
に
よ
り
、
深
夜
、
早
朝
に
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
、
騒
音
や
振

動
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

除
雪
の
要
請
は
各
行
政
区
長
さ
ん
に

　
個
人
か
ら
の
除
雪
の
要
請
に
は
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
除
雪
に
つ
い

て
は
必
ず
行
政
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

流
雪
溝
の
利
用
後
は
蓋
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　
流
雪
溝
の
利
用
後
に
、
蓋
を
開
け
て
お
く
と
大
変
危
険
で
す
の
で
、
必
ず
蓋
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
交
通
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

（
３
桁
国
道
及
び
県
道
）

　
福
島
県
猪
苗
代
土
木
事
務
所
　
業
務
課

　☎（
０
２
４
２
）
62
―
３
１
０
２

　https://www.pref.fukushim
a.lg.jp/sec/41351a/

　
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
　
管
理
課

　☎
24
―
５
７
１
９

　https://www.pref.fukushim
a.lg.jp/sec/41350a/

（
村
道
）

　
村
役
場
建
設
課
　
☎
23
―
３
２
６
１

■
災
害
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
断
続
的
に
雪
が
降
り
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
村
役
場
住
民
課
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
村
役
場
住
民
課
　
☎
23
―
３
１
１
３
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きたしおばらトピックス

久しぶりの帰村を懐かしむ　～在京きたしおばら会バスツアー～10月16日（日）～17日（月）
　会設立後、初めての在京きたしおばら会のバスツアーが開催され、会員11人が
村を訪れました。
　初日は、晴天に恵まれ、NHKの「ブラタモリ」でも紹介された、毘沙門沼をはじ
め、磐梯山の「銅沼」を見学し、裏磐梯ライジングサンホテルに宿泊しました。
　夕食時には、村の各種団体の代表の方や、村の幹部職員らを交え、村の現状
（課題）などについて意見交換を行いました。
　2日目は荒天が心配されましたが、宿を出発する頃には雨も止み、行程どおり、桧原歴史館や会津山塩の工場などを
見学し、村長室で村長との懇談の後、「道の駅裏磐梯」でのお買い物でツアーを締めくくりました。

きたしおばら

魅 力発信！
から

■地域おこし協力隊活動報告■

　６月に赴任以来、「空き家関連業務」「移住･定住関係業務」を担
当しています。
　「空き家関連業務」は、空き家バンクと空き家調査を行っています。
　空き家バンクは、ルール作りに少し時間がかかりましたが、１０
月に村のホームページに開設することができました。１０月２８日
現在、３件が登録されていて、数件登録準備中です。
　空き家を有効活用できれば、村の活性化につながると信じて、
登録物件、利用希望者のＰＲをしていきたいと考えています。
　空き家調査は、昨年秋に第１回の空き家を調査した状況に１年
経過して変化がないかの確認です。行政区長と現地を確認してい
ます。１０月中旬からはじめて、数地区が確認を終わりました。１１
月中には、すべて完了させたいと思っています。
　「移住･定住関連業務」では、移住･定住ガイドブック（概略版）
の作成したことと移住者を増やすための活動をしています。
　８月20日に東京で会津地域の移住ＰＲイベントがあり、そのと
きに使用するためのガイドブック（概略版）をつくりました。北塩原
の名前の由来を兼ねた表紙にしたいと思い、北山地区の田園風
景、大塩地区の棚田風景に照準を合わせ、いいアングルを求め、

何度もシャッターを切りました。そして、３名の移住者・Uターン者
紹介、結婚～子育て・住まい及び移住の支援内容で構成しました。
 移住者を増やすための活動としては、人、仕事、暮らし、住まいな
どにフォーカスを当てて、移住後のイメージが湧くような広報活動
がしていけたらと思っています。具体的には、移住用のサイトを立
上げ、そこで表現していこうと考えています。ただいま準備中で、も
う少々お時間をください。また、仕事体験の企画を１１月開催予定
で２件しています。
 余談ですが、１０月２１日（金）～２３日（日）にかけて、愛知県から
友達が来て、裏磐梯および周辺を観光しました。紅葉をはじめとし
た自然や鶴ヶ城を始めとした会津を満喫して帰りました。友人に
とって、一生心に残る旅だったと言っていました。
　裏磐梯ありがとう！会津ありがとう！

第12回 「移住・空き家関連の取り組み」

Monthly Reporter
勝川　清史
かつかわ　きよし
下吉地区在住・愛知県出身

▲役場正面玄関にて

訓練を通して必要な知識を学ぶ　～平成２８年度北塩原村総合防災訓練～10月23日（日）
　村総合防災訓練が10月23日、スポーツパーク桧原湖周辺で行われ、桧原・早
稲沢・金山地区の防災会をはじめとする関係団体から約120名が参加し、災害
時に必要な知識と実地作業について訓練を通して学びました。
　訓練は、『大型台風の影響で降り続いた雨により土砂災害の危険性が高まる
中、震度５強の直下型地震が発生した』との想定で実施され、参加者は積み土
のうや初期消火、応急手当、炊き出し訓練などに真剣に取り組んでおりました。
　村総合防災訓練は村及び村消防団が主催し、北山・大塩・桧原・裏磐梯４地区
で順次実施しています。来年度は福島県会津地方振興局管内の防災訓練が
当村を会場に実施予定です。▲応急手当訓練の様子
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村を訪れました。
　初日は、晴天に恵まれ、NHKの「ブラタモリ」でも紹介された、毘沙門沼をはじ
め、磐梯山の「銅沼」を見学し、裏磐梯ライジングサンホテルに宿泊しました。
　夕食時には、村の各種団体の代表の方や、村の幹部職員らを交え、村の現状
（課題）などについて意見交換を行いました。
　2日目は荒天が心配されましたが、宿を出発する頃には雨も止み、行程どおり、桧原歴史館や会津山塩の工場などを
見学し、村長室で村長との懇談の後、「道の駅裏磐梯」でのお買い物でツアーを締めくくりました。

きたしおばら

魅 力発信！
から

■地域おこし協力隊活動報告■

　６月に赴任以来、「空き家関連業務」「移住･定住関係業務」を担
当しています。
　「空き家関連業務」は、空き家バンクと空き家調査を行っています。
　空き家バンクは、ルール作りに少し時間がかかりましたが、１０
月に村のホームページに開設することができました。１０月２８日
現在、３件が登録されていて、数件登録準備中です。
　空き家を有効活用できれば、村の活性化につながると信じて、
登録物件、利用希望者のＰＲをしていきたいと考えています。
　空き家調査は、昨年秋に第１回の空き家を調査した状況に１年
経過して変化がないかの確認です。行政区長と現地を確認してい
ます。１０月中旬からはじめて、数地区が確認を終わりました。１１
月中には、すべて完了させたいと思っています。
　「移住･定住関連業務」では、移住･定住ガイドブック（概略版）
の作成したことと移住者を増やすための活動をしています。
　８月20日に東京で会津地域の移住ＰＲイベントがあり、そのと
きに使用するためのガイドブック（概略版）をつくりました。北塩原
の名前の由来を兼ねた表紙にしたいと思い、北山地区の田園風
景、大塩地区の棚田風景に照準を合わせ、いいアングルを求め、

何度もシャッターを切りました。そして、３名の移住者・Uターン者
紹介、結婚～子育て・住まい及び移住の支援内容で構成しました。
 移住者を増やすための活動としては、人、仕事、暮らし、住まいな
どにフォーカスを当てて、移住後のイメージが湧くような広報活動
がしていけたらと思っています。具体的には、移住用のサイトを立
上げ、そこで表現していこうと考えています。ただいま準備中で、も
う少々お時間をください。また、仕事体験の企画を１１月開催予定
で２件しています。
 余談ですが、１０月２１日（金）～２３日（日）にかけて、愛知県から
友達が来て、裏磐梯および周辺を観光しました。紅葉をはじめとし
た自然や鶴ヶ城を始めとした会津を満喫して帰りました。友人に
とって、一生心に残る旅だったと言っていました。
　裏磐梯ありがとう！会津ありがとう！

第12回 「移住・空き家関連の取り組み」

Monthly Reporter
勝川　清史
かつかわ　きよし
下吉地区在住・愛知県出身

▲役場正面玄関にて

訓練を通して必要な知識を学ぶ　～平成２８年度北塩原村総合防災訓練～10月23日（日）
　村総合防災訓練が10月23日、スポーツパーク桧原湖周辺で行われ、桧原・早
稲沢・金山地区の防災会をはじめとする関係団体から約120名が参加し、災害
時に必要な知識と実地作業について訓練を通して学びました。
　訓練は、『大型台風の影響で降り続いた雨により土砂災害の危険性が高まる
中、震度５強の直下型地震が発生した』との想定で実施され、参加者は積み土
のうや初期消火、応急手当、炊き出し訓練などに真剣に取り組んでおりました。
　村総合防災訓練は村及び村消防団が主催し、北山・大塩・桧原・裏磐梯４地区
で順次実施しています。来年度は福島県会津地方振興局管内の防災訓練が
当村を会場に実施予定です。▲応急手当訓練の様子

平成28年度　上半期（4月～ 9月）予算の執行状況
～各会計の予算の執行状況についてお知らせします～

　一般会計の当初予算額は35億3,670万円ですが、前年度からの繰越（年金生活者等支援臨時福祉給付金事業、裏磐梯観光施
設再生整備事業等）1億3,761万円のほか、補正予算（北山地区教育環境整備事業、情報セキュリティ強靭化事業、工場等立地
促進事業、エミュー関連事業等）1億3,483万円が加わり、総額で38億914万円となっています。
　一般会計の執行状況は、歳入が17億3,511万円（予算対比45.6％）の収入、歳出は19億4,520万円（予算対比51.1％）の執
行となっています。

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

歳　入 予算総額 収入済額 収入率

村 税 4億7,028万円 2億9,647万円 63.0%

地方譲与税 2,640万円 733万円 27.8%

地方消費税交付金 4,186万円 3,022万円 72.2%

地方交付税 13億6,930万円 10億6,060万円 77.5%

国庫支出金 3億8,123万円 3,023万円 7.9%

県 支 出 金 1億4,215万円 1,269万円 8.9%

繰 入 金 3億7,352万円 0万円 0.0%

繰 越 金 1億9,788万円 2億7,230万円 137.6%

村 債 7億2,890万円 0万円 0.0%

そ の 他 7,762万円 2,527万円 32.6%

合　　　計 38億914万円 17億3,511万円 45.6%

歳　出 予算総額 執行 (契約 )額 執行 (契約 )率 支払済額

議 会 費 6,028万円 3,206万円 53.2% 3,202万円

総 務 費 6億9,090万円 3億8,482万円 55.7% 2億5,385万円

民 生 費 4億6,089万円 2億90万円 43.6% 1億7,010万円

衛 生 費 3億7,743万円 1億528万円 27.9% 6,766万円

農林水産業費 2億2,272万円 8,289万円 37.2% 3,814万円

商 工 費 5億6,815万円 3億9,451万円 69.4% 1億7,776万円

土 木 費 4億3,571万円 1億5,559万円 35.7% 6,570万円

消 防 費 2億8,906万円 2億4,182万円 83.7% 4,837万円

教 育 費 2億5,623万円 1億3,838万円 54.0% 1億1,525万円

災害復旧費 2万円 1万円 50.0% 1万円

公 債 費 4億3,843万円 2億894万円 47.7% 2億894万円

そ の 他 932万円 0万円 0.0% 0万円

合　　　計 38億914万円 19億4,520万円 51.1% 11億7,780万円

会　計　区　分 予算総額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 執行(契約)額 執行(契約)率 支払済額

国民健康保険事業費特別会計 4億8,757万円 1億8,164万円 37.3% 2億4,431万円 50.1% 2億3,755万円

簡易水道事業費特別会計 1億8,351万円 2,154万円 11.7% 9,744万円 53.1% 6,376万円

特定環境保全下水道事業特別会計 4億246万円 2,854万円 7.1% 2億7,306万円 67.8% 1億4,806万円

簡易排水施設事業特別会計 359万円 17万円 4.7% 284万円 79.1% 101万円

農業集落排水事業特別会計 1億4,436万円 216万円 1.5% 7,708万円 53.4% 3,918万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 保 険 事 業 勘 定 ) 3億4,255万円 1億3,099万円 38.2% 1億3,578万円 39.6% 1億2,804万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
(介護サービス事業勘定) 13万円 13万円 100.0% 0万円 0.0% 0万円

後期高齢者医療特別会計 2,581万円 770万円 29.8% 715万円 27.7% 715万円

合　　　　　　　　計 15億8,998万円 3億7,287万円 23.5% 8億3,766万円 52.7% 6億2,475万円
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親子レクリエーション
　親子レクリエーション（幼児教育支援事業）は１０月１日
（土）、村生涯学習センターで開催されました。
　当日は芙蓉保育園の行事と合同での開催となり、親子総勢

６５名が参加しました。
　蓮沼純子さん（喜
多方市）を講師に、親
子で音楽に合わせて
脳のトレーニングをし
たり、エクササイズを
楽しみました。

成人セミナー 会津と越後を語る会

学校支援実践研修会
　10月9日、第30回会津と越後を語る会が新潟県南魚沼市で
開催され、村内から12名が参加しました。開催地の南魚沼市
には国指定文化財である「越後上布」があり、技術の保存や
継承に苦労するなか、講座や体験事業を通じて維持する努力
を重ねているという報告がありました。
　10日には直江兼続ゆかりの雲洞庵を見学。落ち着いた風
情の中に歴史を守り伝えてきた庵寺で、越後の歴史を実感し
ました。
　地域で歴史や文化財を守り伝えることの大変さとそれを乗
り越える気概を学びつつ、おいしい魚沼産コシヒカリも堪能し
た南魚沼路でした。

　会津地域の学校支援事業に携わるボランティアなどの資
質向上のため、学校支援実践研修会が１０月１４日（金）喜多
方プラザ文化センターで開催されました。
　村からは地域コ－ディネ－タ－２名が参加しました。
　また、酒井さんは講師として、学校支援地域本部立ち上げ
当初の成り立ちから、現在に至るまでの経緯を発表しました。
　村の学校支援地域本部事業は地域の皆さんのお力で成り
立っています。今後とも、ご支援を宜しくお願いします。

▶
雲
洞
庵
に
て

　第１６回北塩原村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会は１０月１０日（月）、い
こいの森グリーンフィールドふれあい広場にて開催されました。
　６歳～９４歳までの７１名が優勝目指してプレ－しました。
　時折、ホールインワンが出ると会場からは歓喜の声が上がり、参加者は楽
しんでいました。また、競技終了後には村老人クラブ連合会の方々が作った
特製豚汁を味わいながら表彰式を行い、参加者は温かい豚汁と賞品に喜ん
でいました。▲ナイスショット！

子育て講座
　来年度の新入生の保護者を対象とした子育て講座は１０月
１２日（水）、さくら小学校にて開催されました。家庭教育インス
トラクタ－　佐藤房枝さんを講師に「みんなで語ろう！楽しい子
育て」と題して、学校生活を楽しく送るための〝親の心構え〟に
ついて班ごとに意見を出し合うグループワーク等を行いました。
　参加者からは「給食を残さず食べられるか、勉強についてい

けるか」などお互いに
悩んでいることが出さ
れました。
　また、子どもにとって
「早寝、早起き、朝ごは
んやほめてあげる」な
どが大事であることを
学びました。

第3回市町村対抗

　第３回市町村対抗福島県ソフトボール大会は10月15日（土）から相馬光
陽ソフトボール場で開催されました。村代表チームは翌16日（日）に平田村
と対戦し０対17で敗れました。
　選手たちは来年度の初戦突破を目指し、気持ちを新たに意気込んでいま
した。最後まであきらめずに戦ってくれた選手の皆さん、ありがとうございま
した。▲選手達は最後までがんばりました

　１０月１９日（水）裏磐梯幼稚園において人形劇観賞会が開催されまし
た。
　講師には、人形劇団〝てとらぽっつ〟の皆さんをお招きし、人形劇やパネ
ルシアター、独楽やけん玉など盛りだくさんの内容で行われました！
　参加者は、なかなか触れることの少ない人形劇を間近で見ることがで
き、とても楽しんでいる様子でした♪♪

人形劇鑑賞会幼児教育支援事業

幼児教育支援事業家庭教育支援事業

第16回 村長杯ふれあい
グラウンドゴルフ大会

福島県ソフトボール大会

今後予定している公民館事業のお知らせ

お気軽に村公民館までご連絡ください。

～福島県スポーツ推進委員功労者表彰～

～第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）～

北塩原村駅伝チームが激走します！

　福島県スポーツ
推進委員協議会
による平成28年
度功労者等表彰
がこのほど行わ
れ、村スポーツ推
進委員の鈴木陽
介さん（大塩）が
「福島県スポーツ

推進委員功労者表彰」を受賞しました。
　この賞は、スポーツ推進委員として永年にわたり
社会体育の振興に貢献された方に贈られる賞です。
　鈴木さんには、今後とも、村社会体育振興のため
ご支援をお願いしたいと思います。

　11月20日（日）に行われる第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）に出場すること
が決まった村駅伝チームの選手30名は、村民の想いを胸に７月から長期にわたる練習に励んできました。
　このほど、16区間の選手と補欠６名が決定しました。エントリーされなかった選手８名を含めた30名全員
で本番に臨みます。今年の目標は北塩原村チームが参加して以来初となる『敢闘賞』です。
　村民の皆さんの、駅伝チームへの応援をよろしくお願いします！
　なお、メンバー等の詳細については同封されたチラシをご覧ください。

①第２８回ふくしま駅伝
　○日程：11月20日（日）
　○場所：白河市総合運動公園陸上競技場スタート
②ビーチボールバレー交流大会
　○日程：11月27日（日）
　○場所：さゆり公園体育館
③郷土史サロン（金山調査）
　○日程：11月30日（水）　13：30
　○場所：桧原歴史館前集合

④チャレンジスクール（ボルダリング体験教室）
　○日程：12月３日（土）
　○場所：もくもく自然塾
⑤幼児教育支援事業（絵本読み聞かせ会）
　○日程：12月10日（土）
　○場所：芙蓉保育園

11/20号砲
赤ゼッケンNo51の

▲人形劇を楽しむ参加者 ▲「3匹のやぎのがらがらどん」

▲グループワークに取り組む講師
（佐藤さん）と保護者

鈴木陽介さんが受賞

▲受賞した村スポーツ
　推進委員の鈴木陽介さん

▲笑顔で取り組む参加者

▶
村
の
事
例
を
発
表
す
る

　
酒
井
さ
ん
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　第１６回北塩原村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会は１０月１０日（月）、い
こいの森グリーンフィールドふれあい広場にて開催されました。
　６歳～９４歳までの７１名が優勝目指してプレ－しました。
　時折、ホールインワンが出ると会場からは歓喜の声が上がり、参加者は楽
しんでいました。また、競技終了後には村老人クラブ連合会の方々が作った
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▲人形劇を楽しむ参加者 ▲「3匹のやぎのがらがらどん」

▲グループワークに取り組む講師
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旬の食便り
【問い合わせ】　保健センター　☎２８－３７３３

会場にラッパの音が響き渡る▶

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
○問い合わせ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問い合わせ

裏磐梯診療所で１１月からインフルエンザ予防接種が受けられます。
お電話してからご来院下さい。
保険証・問診表（配布されている方はご記入の上）ご持参下さい。
大人は１回の接種で十分効果がありますが、１３歳未満は２回お勧めします。

インフルエンザの症状（突然の高熱、関節痛、頭痛、倦怠感）がある場合は市販の薬を服用しないで、すみやか
に病院で検査、治療を受けて下さい。４８時間以内に抗インフルエンザ薬を服用しないと効果がありません。

★実施期間
平成28年12月末まで（休診日除く）

★費用補助
約7,000円の補助が受けられますので
自己負担1,000円で受診して頂けます。

★実施医療機関（指定）
・南東北裏磐梯診療所
・喜多方市内医療機関（16ヶ所）
・矢吹医院（猪苗代町）

★対象者・検査項目
（40歳～74歳の国保加入者）
・身体計測・血圧・血液（血糖・
脂質・肝機能・腎機能）・尿（たんぱく・糖・潜血）など、内
臓脂肪の蓄積による血管の傷み具合を確認する健診です。

★受診方法
１ まずは保健センターにお電話下さい。

（必要な書類等を確認します。受診券（ピンク色）がな
いと受診できません。紛失した場合はご連絡下さい。）

２ 希望の医療機関に電話で直接予約をし、受診券、保険証
を持参して受診して下さい。

注意：インフルエンザの予防接種を受けてもインフルエンザにかかる事があります。

特定健診（国保の方）を受けましょう

　柿が今年もたわわに実りました。柿の甘さと大根おろしのさ
っぱり感がとてもよくマッチした一品を紹介します。

ポイント
・柿や長芋は崩れやす
いので、ふわっと優し
く混ぜてください。

・柿や長芋は崩れやす
いので、ふわっと優し

～柿の豆知識～
　柿は栄養価が高く、特にビタミンＣは柿１
個を食べると１日分の必要量が補えてしまう
ほどです。また、ビタミンＡも豊富で、ビタ
ミンＣの効果と合わせると、より抵抗力を高
め、粘膜を強くし、風邪の予防が期待できま
す。さらに、柿に含まれるカリウムは体内の
余分な塩分を排出し、むくみを改善し、高血
圧予防にも効果があります。しかし、食べ過
ぎると体を冷やしてしまうのでくれぐれも食
べ過ぎには注意しましょう。

（１人分）
エネルギー/81ｋcal
タンパク質/1.4ｇ
塩分/0.9ｇ

作　り　方
①柿の皮をむいて細切りにする。

②長芋は柿の長さにあわせて細切りにする。

③大根おろしを作り、ざるに上げて軽く水分をきっておく。

④カットわかめはお湯で戻しておく。（大きければ少し切っておく）

⑤★の調味料を混ぜ合わせ、大根おろしと和える。

⑥⑤に①、②、④を入れ和える。

柿 1/2個（約120ｇ）
長芋 50ｇ
大根おろし（軽く水分をきって） 80ｇ
カット乾燥わかめ 2ｇ
　★砂糖 大さじ1/2
　★薄口しょうゆ 小さじ1/2
　★酢 小さじ1
　★塩 小さじ1/5

材料2人分
【柿と長芋のみぞれ和え】

【柿】
今月の食材 11月

その他の方・ご不明な方は当院へお問い合わせ下さい。

村補助対象者の自己負担・・・・・1000円

～まだの方はお早目に～
　特定健診は国が定めた重要な健康診査で受けることが義務付けられています。
まだ受けていない方はお早めに予約し受診して下さい。

＜よくある質問＞
Ｑ：通院中で受ける必要があるの？
Ａ：年に一度は「健診としてまとまった必要な検査項目」が受けられます。主治医と相談し積極的に受診しましょう。
 
●一緒にがん検診（胃・胸部・大腸・前立腺・喀痰）も受けられます。
国保、社保に関わらず、年齢該当であれば受診できます。今年度の検診意向調査で希望された方には案内の通知
（受診には受診票が必要です。）が届いています。受けたいが通知が来ない方は保健センターへご連絡下さい。

裏磐梯診療所からインフルエンザ予防接種のお知らせ

村消防団ラッパ隊制服導入
　今回の秋季検閲から村消防団ラッ

パ隊へ念願の制服が導入され、ラッ

パ隊員の演奏にも以前にも増して

力が入っており、分列行進や検閲式

において勇壮な音が響き渡っていま

した。
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りくもも うみもも そらもも

募集種目 資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高 等 工 科
学 校 生 徒

推　薦

男子で中卒（見込含）１７歳
未満の成績優秀かつ生徒会
活動等に顕著な実績を納め、
学校長が推薦できる者

平成２８年１１月１日（火）
～１２月２日（金）

平成２９年１月７日（土）
～９日（月）

＊いずれか１日を指定されます。

一　般
男子で中卒（見込含）１７歳
未満の者

平成２８年１１月１日（火）
～平成２９年１月６日（金）

平成２９年１月２１日（土）

陸上自衛隊高等工科学校生徒の募集について

●問合せ
自衛隊福島地方協力本部　会津若松出張所
会津若松市門田町黒岩大坪５７-１
☎（０２４２）２７-６７２４
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福島県最低賃金が改正されました。

国
民
健
康
保
険
税
　
　

　
　
　
　
　
　 

4
期
分

介
護
保
険
料
　 

4
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　 

4
期
分

住
宅
使
用
料
　 

11
月
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　

　
　
　
　
　
　 

10
月
分

国
民
年
金
　
　 

10
月
分

　

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

11
月
25
日（
金
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分　

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー（
北
山
）

　

☎
24
―
４
９
１
１　

行
政
相
談
委
員　

髙
橋　

光
秋

　　

行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口

１１月２０日（日） いとう眼科 …………………………☎22-5900

１１月２３日（水） 入澤病院 …………………………☎22-0267

１１月２７日（日） 大竹内科 …………………………☎22-0241

１２月  ４日（日） 小野病院 …………………………☎22-0414

１２月１１日（日） 医療生協きたかた診療所 …………☎23-3611

１１月２０日（日） 有隣病院 …………………………☎24-5021

１１月２３日（水） 佐原病院 …………………………☎22-5321

１１月２７日（日） 有隣病院 …………………………☎24-5021

１２月  ４日（日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100

１２月１１日（日） 佐原病院 …………………………☎22-5321

平成２8年11月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

●
平
成
二
十
八
年

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
統
一標
語

　
『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

　

そ
の
場
所
で
』

　

全
て
の
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

火
災
で
大
切
な
命
を
失
わ
な
い
た
め

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
合
せ

　

喜
多
方
消
防
本
部
消
防
課

　

☎
22
ー
６
２
１
３

●
と　

き

　

平
成
28
年
11
月
23
日（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
30
分

　
（
6
時
受
付
終
了
）

●
と
こ
ろ

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎（
0
2
4
2
）26
ー
6
6
6
1

●
費　

用　

無
料

●
申
込
み
方
法　

当
日
会
場
で
受
付

　
（
午
後
６
時
ま
で
）

●
問
合
せ

　

福
島
地
方
裁
判
所

　

会
津
若
松
支
部
庶
務
課

　

☎（
0
2
4
2
）26
ー
5
7
2
5

※
ご
相
談
内
容
は
外
部
に
も
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
29
年
度
第
１

学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理・教
育・福
祉・経
済・歴
史・文
学・

情
報・自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

●
出
願
期
間
に
つ
い
て

　

第
１
回
は
２
月
28
日
ま
で
、第
２
回

は
３
月
20
日
ま
で
。資
料
を
無
料
で
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ

ー（
☎（
0
2
4
）9
2
1
ー
7
4
7
1
）

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か

分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及

び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、各
種
手

続（
共
済
手
帳
の
紛
失
、退
職
金
の
請

求
等
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き

う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
、ご
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

　

退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

〒
1
7
0
ー
8
0
5
5

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
ー
24
ー
1

　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

☎（
0
3
）6
7
3
1
ー
2
8
8
7

　

℻（
0
3
）6
7
3
1
ー
2
8
9
0

●
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.rintaikyo.taishokuk

in.go.jp/

●人　口　　男…… １，４７６人
　　　　　　女…… １，４３１人
　　　　　　計……２，９０７人（前月比 ＋２）
●世帯数……………１，０７９戸 （前月比 ＋6）
●転　入…　10人　●転　出…　  8人
●出　生…　  1人　●死　亡…　  1人

五十嵐 　陽　架（ 女・ 俊　一 ）大久保

お誕生おめでとう！
は　る　か

お
知
ら
せ
・
募
集

調
停
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

放
送
大
学
4
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

喜
多
方
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

●平成28年10月1日発効

　　   時間額 ７２６円
※パートやアルバイトにも適用されます。
※産業別最低賃金が適用される労働者は除きます。
●問合せ　喜多方労働基準監督署
　　　　　☎（0241）22-4211



11　広報きたしおばら　2016.11

村の情報案内板

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

孝
行
の
　
真
似
事
だ
よ
と
　
肩
揉
み
て
　
元
気
で
い
て
ね
　
帰
省
の
娘
言
い

桧
原
　
佐
藤
　
文
世

朝
茶
の
み
　
明
る
く
過
せ
る
　
事
願
い
　
窓
か
ら
見
え
る
　
雨
す
だ
れ
か
な

大
塩
　
鈴
木
　
タ
ケ
子

雨
の
日
の
　
一
人
の
昼
は
　
猫
の
と
な
り
　
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

大
塩
　
穴
沢
　
エ
ミ
子

秋
祭
り
　
世
代
交
代
　
賑
や
か
に
　
豊
作
願
う
　
老
も
若
さ
も大

塩
　
高
橋
　
み
す
江

も
み
じ
萌
え
　
ひ
ば
ら
湖
ド
ラ
イ
ブ
　
湖
望
に
て
　
湯
舟
に
浸
り
て
　
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

故
里
で
　
昔
拾
っ
た
　
栗
の
実
を
　
懐
し
く
な
り
　
拾
い
楽
し
む大

塩
　
高
橋
　
郁
子

秋
の
日
の
　
さ
み
し
き
夜
に
　
何
悲
し
　
す
ず
虫
の
声
　
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る

大
塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

庭
先
を
　
赤
く
彩
る
　
彼
岸
花
　
揺
る
ス
ス
キ
に
　
秋
の
風
情
よ

上
川
前
　
大
竹
　
英
子

実
る
秋
　
雨
上
り
に
て
　
刈
り
終
え
し
　
老
な
る
我
も
　
安
堵
し
嬉
し

北
山
　
武
藤
　
敏
子

向
日
葵
の
　
枯
れ
た
る
枝
で
　
一
休
み
　
尻
尾
を
赤
く
　
染
た
る
ト
ン
ボ

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

外
は
雨
　
夫
の
寝
息
が
　
う
ら
め
し
く
　
秋
の
夜
長
に
　
時
は
過
ぎ
行
く

桧
原
　
穴
沢
　
泰
子

旧
友
の
　
突
然
来
訪
　
声
も
出
ず
　
阿
吽
の
呼
吸
に
　
時
を
忘
れ
て

大
塩
　
渡
部
　
新
一

遠
山
の
　
仰
ぐ
高
嶺
は
　
へ
だ
つ
と
も
　
吾
に
悔
な
し
　
及
ば
ず
た
り
と

　

喜
多
方
税
務
署
で
は
、年
末
調
整
説

明
会
と
個
人
事
業
者
の
青
色
申
告
決

算
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

関
係
す
る
方
に
は
、税
務
署
か
ら
案

内
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
年
末
調
整
説
明
会

●
日
時　

11
月
16
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

１
階
小
ホ
ー
ル

◆
青
色
申
告
決
算
説
明
会

（
営
業・不
動
産
）

●
日
時　

12
月
１
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場
所

　

喜
多
方
プ
ラ
ザ　

１
階
小
ホ
ー
ル

　
（
農　

業
）

●
日
時　

12
月
２
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

１
階
小
ホ
ー
ル

●
問
合
せ

　

喜
多
方
税
務
署
調
査
部
門

　

☎
24
ー
５
０
５
０

　

喜
多
方
税
務
署
で
は
、11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
の
１
週
間
を「
税
を
考
え

る
週
間
」と
し
て
、皆
様
に
税
務
行
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、様
々

な
情
報
を
提
供
し
た
り
、税
務
行
政
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一環
と
し
て
、下
記
の
行
事
を
開

催
し
、将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
税
に

関
す
る
作
品
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、な
ら
び
に
税
理
士
に
よ
る
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
な
の
税
の
広
場

●
開
催
場
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店

　

２
階
フ
ロ
ア
特
設
会
場

●
期
間　

　

11
月
11
日（
金
）か
ら

　

11
月
17
日（
木
）ま
で

　

※

11
月
14
日（
月
）を
除
く

●
時
間　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
展
示
作
品

○
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
全
品

○
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　

優
秀
作
品

○「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

　

優
秀
作
品

○
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

　

優
秀
作
品

○
中
学
生
の
税
の
標
語　

優
秀
作
品

◆
税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談

●
開
催
場
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店

　

２
階
フ
ロ
ア
特
設
会
場

●
期
間

　

11
月
12
日（
土
）

●
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

年
末
調
整
・

青
色
申
告
決
算
説
明
会
開
催

税

税
を
考
え
る
週
間

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

・子どもたちの遊び場の確保について
・シルバー人材センターの活用について
・携帯電話（au）の電波改善について
・裏磐梯地区への期日前投票所の設置
について
・議会中継のライブ配信・ビデオ配信
について

村長室へようこそ！

●これまでの懇談内容●

11月21日（月）9：00～12：00

●問い合わせ
　　企画室　☎23─3112

こ

敬
老
会
園
児
り
り
し
き
白
虎
隊 

 

内
海
怜
子

樹
樹
達
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
青
き
夏 

 

遠
藤
聖
一
郎

天
狗
風
ゆ
ら
り
ゴ
ン
ド
ラ
七

 
 

鈴
木
隆
一
郎

秋
深
し
お
色
直
し
の
山
の
峰 

 

佐
藤
信
子

サ
フ
ラ
ン
の
色
鮮
か
に
雨
上
が
り 

 

武
藤
敏
子
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裏磐梯ビジターセンター　　 32-2850

vol.71

～大塩川中流～
　村内の大塩地区を中心に流れる大塩川の中流部は、国道459号線と併流するため、
身近に感じる方が多い川ではないでしょうか。中流部の川岸は平成7年及び平成10年
水害の復旧工事等によりコンクリートで固められている場所が多く、上流部と違って人
の手が加わっていることが分かります。また、この周辺では、NHKの番組「ブラタモリ」で
も紹介された「会津山塩」がつくられたり、農業が行われたりと、食に関する産業が行わ
れています。特に大塩川の水を使っての稲作が盛んで、その棚田風景が見事です。また、
本流から少し離れた場所にはフクジュソウの群生地があるなど、自然が豊かな場所でも
あります。大塩川本流沿いや旧米沢街道沿いには植林されたスギが多く、他にもナラな
どの自然に生えてきた木もあり、歴史豊かな地であることも読み取れます。
　これから雪が降り、辺り一面真っ白な世界に変貌します。前方や足元に十分注意しつ
つ、車を走らせたり、自らの足で歩いたりして、大塩川中流周辺を巡ってみてはいかがで
しょうか。

～在京きたしおばら会の皆さんと～

　10月16日（日）の午後、磐梯山の山頂からふもとへと紅葉の訪れの中、「在京きたしおばら会」の皆さん
と、磐梯山崩壊壁と銅沼をめざして、裏磐梯在住のジオパークガイドさんの案内で、この時期ならで
はの紅葉にまつわる樹木や草木の不思議などについてお話を聞きながら、ゆっくり、のんびり、楽しい時間
をともにさせていただきました。また、皆さんが北塩原村に住まわれていた頃の古き良きお話も聞かせて
いただきました。翌日は、五色沼散策や山塩企業組合などにも行かれたということでした。北塩原村の大
先輩の皆さんとまたお会いできる日を楽しみにしています。

一心、故郷の磐梯山崩壊壁と銅沼をめざして！

午後の日差しに照らされた磐梯山崩壊壁と銅沼を背景に、記念撮影

西吾妻山や西大巓を遠く眺め、桧原湖を眼下に、ジオパークガイドとスキー場を登りました


